
 

 

令和７年度事業報告 

 

 

 当財団は、香川県から指定管理者の指定を受けた公渕森林公園及び香川用水記念公園の管理運営を

行うとともに、香川県から指定を受けて行う緑の募金や森林の整備及び緑化の推進のほか、香川県か

ら委託を受けた野生傷病鳥獣保護事業などに取り組んだ。 

 なお、当財団が公益法人へ移行して１２年目であり、上記両公園の管理運営については、指定管理

者制度が導入されて以降、それぞれ４期目（令和３年度～令和７年度）の最終年度となる５年目であ

る。 

 

【１】 森林公園管理事業 

 県民の心身の健康の増進と、森林及び緑化に関する知識の向上等に寄与する目的で整備された公

渕森林公園（面積９３ｈａ）の樹木、花壇等の管理をはじめ、公園内の体験学習施設（森林学習展

示館、見本園、花木園等）、森林レクリエーション施設（芝生広場、キャンプ場、炊飯場、チビッコ

広場やアスレチック広場の遊具等）、二子山展望台及び園内の休憩所、遊歩道などの各種施設につ

いて、県民が安全で快適に利用できるよう適切な管理を行った。 

１ 利用促進の実施 

  〇 当財団のホームページや新聞、その他広報誌等を活用して、イベントや公園施設の紹介な

ど森林公園の情報提供を行った。 

  〇 園内案内板・掲示板、ホームページ、県インスタグラム、新聞などを活用して、サクラな

どの花木等の開花状況やイベント等の案内を行った。 

〇 来園者の利便性向上のため、裏面に施設情報やウオーキングコースを記載した公園案内図

を配布した。 

〇 サルビア等の草花を播種・育成し、チューリップ花壇等に植栽するとともに、緑化の推進を

図るため、来園者に草花の種苗を配布した。 

＜令和７年度入園者数＞ 

月 入園者数（人） 累計（人） 備考 

４ ８４，５９０ ８４，５９０ 桜ライトアップ 

５ ４３，８８０ １２８，４７０  

６ ３０，７１０ １５９，１８０  

７ ２９，３５０ １８８，５３０  

８ ２７，８１０ ２１６，３４０  

９ ２８，４５０ ２４４，７９０  

10 ４７，４３０ ２９２，２２０ 菊花展 

11 ５９，０３０ ３５１，２５０ 菊花展、秋祭り 

12 ３０，１８０ ３８１，４３０  

１ ３２，１００ ４１３，５３０  

２ ３５，０２０ ４４８，５５０  

３ ６２，０５０ ５１０，６００ 桜ライトアップ 
 
＜参考＞ 令和６年度入園者数   ４９２，６３０   

 
※開園（S53）後の累計入園者数：１５，７９２，１００人 



 

２ 環境に配慮した取り組み 

来園者が手軽に体験できるよう、ツル性植物を利用した「緑のトンネル」「緑のカーテン」をつく 

り、温度の違いの体験を通じて、家庭でも実践できるエコ対策の普及啓発を行った。 

   ＜緑のカーテン種類・規模＞ 

・トケイソウのトンネル（チビッコ広場） 高さ１.９ｍ×幅１.５ｍ×延長１０ｍ 

・アサガオのカーテン（憩いの家前)    高さ１ｍ×延長１０ｍ 

       

３ 自主事業の実施 

森林公園の利用促進を図るため、次のとおり自主事業を実施した。 

 

（１）家庭緑化教室の開催 

森林及び緑化に関する知識の向上を図り、草花の育て方や庭木の管理など家庭緑化の基礎知

識について学べる家庭緑化教室を開催した。 

・実施日：毎月第３日曜日（年間１２回） 

・参加者：２３名 

・参加料：材料代等１０,０００円 

 

（２）夏休みクラフト教室 

ア 夏休み親子木工教室の開催 

  親子が共同して国産木材を活用した木工作品づくりを行う木工教室を開催した。 

・実施日：令和７年７月２７日（日） 

・参加者：１１組３１名 

・参加料：材料代１,０００円 

 イ 夏休み親子草木染め教室の開催 

     公園内で採取した竹の葉を染色材料に使って布製のバッグや手ぬぐいの染色を親子で体

験する草木染め教室を開催した。 

・実施日：令和７年８月３日（日） 

・参加者：６組２１名 

・参加料：材料代５００円 

 

（３）きのこ観察会の開催 

公園内に自然発生している様々なきのこを観察するなど、きのこについて学べる観察会を開

催した。 

・実施日：令和７年９月２８日（日） 

・参加者：２１名 

・参加料：無料 

 

（４）庭木の剪定教室の開催 

公園内の樹木を使って庭木の剪定技術を学べる剪定教室を開催した。 

・実施日：令和７年１０月５日（日） 

・参加者：１６名 

・参加料：無料 

 

（５）秋の親子木工教室の開催 

木材関係団体と協働で、県産木材の工作キットを活用し、親子が共同して作品づくりを行う



木工教室を開催した。なお、この木工教室は、県が行うイベント「公渕森林公園の秋祭り」の

一環として、さぬき動物愛護センター（しっぽの森）のイベント「動物愛護フェスティバル」、

高松市のイベント「わくわくどうぶつEXPO2025」と同時に開催した。 

・実施日：令和７年１１月２４日（月・振替休日） 

・参加者：３０組７５名 

・参加料：無料 

 

（６）親子松ぼっくりクリスマスツリー作り教室の開催 

公園内にある外国産のマツボックリや木の実等を使ってクリスマスツリー作りを行うクラフ

ト教室を開催した。 

・実施日：令和７年１２月７日（日） 

・参加者：１１組２５名 

・参加料：無料 

 

（７）きのこ栽培体験教室の開催 

公園管理のために伐採したクヌギ等の広葉樹を使って、身近な食用キノコ（シイタケ、ヒラ

タケ）の原木栽培の体験教室を開催した。 

・実施日：令和８年２月２２日（日） 

・参加者：１５組２８名 

・参加料：材料代５００円 

 

（８）炭焼き体験教室の開催 

園内で伐採した支障木等を利用し、園内に設置されている炭窯を活用して炭焼き体験教室を

開催した。 

・実施日：令和８年３月１日（日） 

・参加者：２０名 

・参加料：無料 

 

４ 展示会等の実施 

（１）公渕さくらまつり 

東植田校区コミュニティー協議会等が開催する「公渕さくらまつり」については、令和７年

は３月３０日（日）に、令和８年は４月５日（日）に開催されたことから、令和７年度の開催

実績はないが、開催にあたっては同団体との連携を密に取るとともに、警察と協議して通行規

制を行うほか、警備会社に委託して警備員による車両の誘導を行うなど安全対策を講じた。 

 

（２）菊花展 

家庭緑化教室の受講者ＯＢ等が会員である公渕菊花同好会が開催した第３４回公渕菊花展

（１０月１８日～１１月１６日）では、期間中の展示品への潅水や資材等の保管のほか、ホー

ムページによるＰＲ等に協力した。 

 

（３）野外展示など 

来園者に自然を身近に感じてもらうため、森林のギャラリーにおいて自然写真家の高木真人

氏の協力を得て、次のテーマで写真展を開催した。 
① 公渕森林公園で見られる野鳥（夏鳥） 期間：R7. 5. 5 (月・祝) ～ R7. 9.30 (火) 

② 香川で見られるアカトンボ       期間：R7.10.16 (木)      ～ R7.11.30 (日) 

③ 香川で見られる冬鳥                  期間：R8. 2.23 (月・祝)  ～  R8. 3.31 (火) 



  

５ 県実施事業への協力・支援 

県が実施する「桜並木更新」や「公渕池南岸遊歩道修景伐採及び遊歩道整備」等の実施に協力す

るとともに、「ボタン園潅水施設工事」終了後は速やかにボタン園の再整備を実施したほか、「炭窯

等修繕」終了後は炭焼き体験イベントを実施するなど、来園者の利便性向上や公渕森林公園の魅力

向上に努めた。 

「公渕森林公園の秋祭り」については、令和７年１１月２４日（月・振替休日）に、さぬき動物

愛護センター（しっぽの森）のイベント「動物愛護フェスティバル」と高松市のイベント「わくわ

くどうぶつEXPO2025」と同時に開催され、当財団は「秋の親子木工教室」を開催するとともに、職

員による来園者の車両誘導を行うなど安全対策を講じた。 

「桜のライトアップ（１８時～２１時）」については、初めて令和７年３月２８日（金）から４月

６日（日）まで開催されたが、２回目となる令和８年３月２７日（金）から４月５日（日）までの

開催にあたっても、各イベントが安全に実施されるよう適切な施設管理等を行うとともに、期間中

に地元協議会等が開催する「公渕さくらまつり」との連絡調整を図るなど、円滑な実施に向けて協

力・支援し、公渕森林公園の桜のＰＲや利用促進に努めた。また、園内清掃や駐車場整備等のほか、

チューリップの開花時期を開催時期に合わせるよう植付け時期を調整するなど、来園者に対する利

便性や魅力の向上に取り組んだ。 

 

６ 自然共生サイト認定に伴う活動計画とモニタリング 

公渕森林公園が民間の取組み等によって生物多様性の保全が図られている区域であるとして、令

和７年３月１４日（金）に環境省から「自然共生サイト」として認定されたことに伴い、生物多様

性の価値の維持に配慮した管理に一層取り組んだ。 

また、職員の巡視等における動植物の情報の蓄積にも取り組んだ。 

 

 

【２】 野生傷病鳥獣保護事業 

 

 野生の傷病鳥獣の保護、応急処置、一時収容及びリハビリを行い、再び自然界に復帰させるため

に設置された香川県野生鳥獣保護センタ－において、傷病鳥獣の受付や治療、給餌、リハビリ等の

業務を行うとともに、自然界に復帰できる状態であると判断されたものについては放鳥獣を行うな

ど、同センターの適切な管理運営を行った。 

また、相談のあった保護対象外の傷病鳥獣については、通報者に対して適切な措置を取るよう指

導するとともに、収容しない理由を説明し、理解を得るように努めるなど、県民の鳥獣保護への理

解と関心を高めるよう取り組み、鳥獣保護に関する普及啓発を図った。 

 

１ 保護等の状況 

保護・収容状況 放野等の状況 ７年度末 

センタ－ 

収容数 
センタ－ 

既収容数 

７年度 

保護数 
総数 放野数 

他施設 

へ転送 
死亡数 

１０ ３６ ４６ ９ １ ２６ １０ 

 

２ 診察・保護相談の状況 

（１）診察件数     １２件 

（２）保護相談件数  ９５件 

  



【３】 緑化推進事業  

 

みどり豊かな県土づくりを推進するため、県民の緑化意識を高め、県民総参加による森林資源の

活用及び緑化の推進を図ることを目的に、香川県からの委託及び公益社団法人国土緑化推進機構

（以下「国土緑推」という。）の助成を受け、次の事業を実施した。 

 

１ 緑化思想普及啓発事業の実施 

（１）緑化コンクールの実施 

緑化の重要性について児童・生徒の理解を深めるとともに、県民の緑化思想の高揚を図るため、

県内の小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の児童生徒を対象に、緑化ポスター原画・書道

コンクールを実施した。（作品募集期間：８月２１日～９月８日） 

  

① 応募作品の審査については、９月１０日(緑化ポスター原画）・１１日（書道）に実施し、 

 次のとおり入賞作品を選定した。 

  

【ポスター原画の部】 

 

【書道の部】 

 

② このうち、入賞作品（特選、入選）を、高松シンボルタワータワー棟３Ｆ かがわプラザ「か 

がわの森アンテナショップ｣において、令和７年１０月７日（火）～１０月１９日（日）の間、

公渕森林公園内「森林のギャラリー」において、 令和７年１２月８日（月）～ 令和８年１月

３０日（金）の間展示した。 

また、特選の作品については財団のホームページに掲載するとともに、四国新聞に掲載(令和

８年３月１４日、３月１７日)された。 

 

③  表彰式は特選受賞者を対象に１０月１９日（日）に高松市内のホテルマリンパレスさぬき 

で行った。  

 
④ 令和８年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画募集への応募 

緑化ポスター原画コンクールの特選受賞作品（１３点）を国土緑推が主催する令和８年用国土
緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクールに応募したところ、次の２名の作品が入賞した。 
 

    ＜入選（国土緑推理事長賞）＞ 水沼 青笹 高松市立前田小学校 １年   
＜入選（国土緑推理事長賞）＞ 上村 碧  丸亀市立東中学校 ３年  
 

区分 応募校数 応募点数 
入賞点数 

特選 入選 佳作 合計 

小学校 ３６ ４２３ ７ １８ ５１ ７６ 

中学校 １６ ６５ ２ １４ ２１ ３７ 

高等学校 ４ ２８ ３ ４ １２ １９ 

特別支援学校 ２ １１ １ ３ ５ ９ 

合計 ５８ ５２７ １３ ３９ ８９ １４１ 

区分 応募校数 応募点数 
入賞点数 

特選 入選 佳作 合計 

小学校 ８５ ３，３７２ １０ ２４ ５５ ８９ 

中学校 ３８ ５１４ ３ ８ １９ ３０ 

高等学校 ８ ２１ ０ １ ４ ５ 

特別支援学校 ２ １８ ０ １ ２ ３ 

合計 １３３ ３，９２５ １３ ３４ ８０ １２７ 



（２）緑の少年団の育成強化 

① 緑の少年団の活動発表大会の開催支援 

     森とみどりの祭典において、緑の少年団の活動報告を行うよう県内の小学校の学校訪問を

行うとともに、緑の少年団の活動発表やパネル展示など、国土緑推の助成金等も活用しながら

緑の少年団活動を支援した。 

 

② 緑の少年団の設立推進と活動支援 

緑の少年団の設立を推進するために、学校訪問を行うなどの推進活動を行うとともに、活

動を支援するため、森林・林業政策課と連携して、県の緑の少年団育成強化事業をはじめ、国

の各種助成事業への参加を働きかけるとともに活動支援を行った。 

 

（３）どんぐり銀行活動の実施  

   自然とふれあう機会の少なくなった子どもたちに、どんぐりを拾うことを通して「森に親しみ、 
森と友達になる。」ことを目的とし、どんぐり銀行を開設してどんぐり預金の受け入れや苗木の 
払い戻しを行った。 
＜どんぐり銀行＞  

   ・受付期間     令和７年１０月～１２月 

  ・預金者      ２，０６０人（うち新規預金者 １，０２７人） 

  ・臨時支店の開設  １７か所 計１７回(さぬきこどもの国外) 預金者 ６８９人  

   ・苗木払い戻し   ９３本／３２人（令和８年３月８日 どんぐりランド外２か所） 

 

２ 森づくり活動支援事業 

（１）森林づくり体験イベントの開催  

県が１０月に満濃池森林公園で開催した「森とみどりの祭典」において、国土緑推の助成事業

である「緑と水の森林ファンド事業」により、緑の少年団の活動発表やパネル展示のほか、森林

ボランティア団体の体験イベントを実施するなど、緑の少年団や森林ボランティア団体の活動を

支援した。 

また、子供たちの水や森林の大切さへの理解を深めるため、早明浦ダム上流の大川村において

交流の森づくりイベント（令和７年７月２０日～２１日）を実施した。 

 

（２）森林及び緑化に関する調査・研究等 

県民総参加による森林資源の活用や緑化の推進を図るため、里山整備を行うボランティア団体

等に緑の募金助成ガイドや育樹運動ポスター等の情報提供を行った。 
国土緑推の「学校環境緑化モデル事業」には、新番丁小学校、宇多津北小学校、香川大学教育

学部附属特別支援学校が採択され、助成金（５００千円/校）をもとに、庭園やビオトープの整備、

植樹等を行った。 

 

 

  



【４】 香川用水記念公園管理事業 

 

  香川用水の歴史と恩恵を永く後世に伝えるとともに、県民に憩いの場を提供する目的で整備され

た香川用水記念公園の施設を、適切かつ効率的に管理運営するため、次の事業を実施した。 

 

１ 管理運営業務 

   香川用水記念公園（面積６㏊）の樹木、花木、芝生等の管理をはじめ、公園内の水とのふれあ

い施設（せせらぎの川、じゃぶじゃぶ池、遊具等）の点検整備や補修、さらには水の資料館の施

設や展示資料の維持管理に努め、安全で快適な利用に供するため適切な管理を行った。 

   また、小・中学生など団体見学者への香川用水東西分水工の案内や水の資料館展示資料等の説

明を行い、「香川用水への理解」と「水の大切さ」への啓発に努めた。 

 

（１）令和７年度入園者数        ８３，０７５人 

        入園者の状況 （令和７年４月１日～令和８年３月３１日） 

区    分 校（団体）数 入園者数（人） 比率（％） 

団 

 

体 

保育所・幼稚園  ４ ６３ ０．１ 

小  学  校 ６３ ３，５４４ ４．３ 

中  学  校  ６ ５９０ ０．６ 

行 政 機 関 ２５ ６８４ ０．９ 

そ の 他 団 体 １２４ ２，０５６ ２．５ 

計 ２２２ ６，９３７ ８．４ 

個     人  ７６，１３８ ９１．６ 

合計 ２２２ ８３，０７５ １００．０ 

 

（２）令和６年度入園者数     ７０，１２０人 

 

（３）開園以来の入園者数  １，８９８，６３５人  （平成９年度～令和７年度 ２９年間） 

 

２ 企画イベントの実施 

   水にふれ、水に親しみながら、香川用水の意義について理解を深めるとともに、水源地域への

感謝を込めた「水辺の納涼祭」を地元実行委員会との共催で、新型コロナウイルス感染症対策の

自主的な対応に配慮し、夏の「全国水の週間」に合わせて、令和７年８月３日(日)、「香川の水の

歴史と水の大切さ」を学べるイベントとして開催した。 

   水風船爆弾キャッチやウォータースライダー、キャラクターショーに郷土芸能、クイズラリー、

魚のすくい取りなど、子供たちが水に親しみながら楽しんでもらえるコーナーや軽食を販売する

グルメコーナー、香川用水の水源地域との交流促進のため、高知県嶺北地域からは特産品（土佐

赤牛串焼き）の販売、徳島県三好市から「阿波踊り」の演舞、夜は打ち上げ花火で夏の一日を楽

しんだ。 

 

３ 自主事業 

（１）「わたしたちのくらしと水を学ぼう」夏休み 親子体験教室の開催 

水が最も多く使われる夏休み期間中に、小学校高学年のお子さんとその保護者の皆さんに、

香川県の水事情や香川用水等について、公園の施設見学を通して学んでもらい、水の大切さへ

の関心を深めてもらうため実施した。 
・実施日：夏休み期間中 ４回（7月20日、7月26日、8月11日、8月16日） 
・参加者：１３組４５名 



（２）「わたしたちのくらしと水」校外学習の開催 

県内の小学校４年生等の学級単位を対象にした水に関する環境学習会で、複数の小学校からの

参加希望があり、香川用水の説明や実物展示、体験学習などにより「くらしと水」についての

関わり方を考える学習会を実施した。 
・実施日：６月２７日、１０月６日、１０月２８日、１１月２１日 

・参加校：４小学校、児童９９名、先生９名 

 
（３）パネル展の実施 

国・水資源機構・県等９団体のほか、水源地域の徳島県三好市及び高知県土佐町、大川村から

提供されたパネルを活用し、水の資料館１階企画展示室と３階休憩コーナー等にて、年間を通し

たパネル展を実施した。また、地域の水の歴史的背景に触れることができる民話パネルを展示

した。 
 
（４）「君も挑戦！香川用水博士」クイズラリーの実施 

公園を訪れた子どもたちが水に関心を持つよう常時実施した。 
・参加者：６７名 

 
（５）季節の花の植付け体験 

香川用水を知る機会が少ない小学生（低・中学年）の親子を対象として、生物には水が必要

であることの理解を深めるため、公渕森林公園から提供された花の苗（サルビア・メランポリ

ウム・コリウス）を使った植付け体験を実施した。 
 ・実施日：６月１４日（土）、６月１５日（日） 

・参加者：２０組６０名 

 

（６）秋のライトアップの実施 

    イロハモミジやモミジバフウなどが色づく季節に紅葉スポットとして多くの来園者が訪れ、

来園者からのアンケート要望も強かったライトアップ（夜間開放）を実施し、併せてキッチン

カーのあったかグルメも提供するなど、公園の新たな魅力の発見と川のせせらぎの音とライト

アップの癒しの空間を創造し、県民憩いの場を提供した。 

・実施日：１１月１４日（金）～１６日（日）、２１日(金)～２４日（月・振替休日）  

・来園者：８，１６８人 

 

（７）さくらマルシェの実施 

    園内のソメイヨシノやヤマザクラなどが咲き誇る花見の時節に、キッチンカーグルメとのコ

ラボにより、親子で楽しめるマルシェを実施し、来園者の憩いと安らぎの場を提供した。 

・実施日：３月２９日（日） 

・来園者：２，１５０人 

      

  



【５】 緑の募金事業  
 

森林及び樹木の果たしている役割の重要性について県民の理解と関心を深めるとともに、緑を守り

育てる具体的な緑化運動に結び付けるため、「緑の募金強調期間」を設定するなどして募金運動を実

施した。 

 

１ 緑の募金運動の推進 

緑の募金目標額を１,１００万円に設定し、企業募金、職域募金、家庭募金のほか小学校・中学校

等の学校募金をお願いした結果、多くの方々の支援により募金額は８，１０９，９３０円となった。 

 

（１）募金活動の実施 

＜緑の募金強調期間＞ 

春期：毎年 ２月１５日～  ５月３１日 

秋期：毎年 ９月 １日～ １０月３１日 

 

① 令和７年春「緑の募金」の協力依頼文書発出（学校関係）         ４月 １日 

② 緑の月間(4.15～5.14)「緑の羽根」の着用依頼(ＮＨＫ高松放送局)      ４月 ９日 

③ 令和７年春「緑の募金」街頭キャンペーン（丸亀町）           ４月１５日 

④ 第１１回 ドリーム中央（公渕森林公園「緑の募金」コーナー出展） ５月１０日～１１日 

⑤ 令和７年度第１回運営協議会（令和６年度事業報告及び収支決算）      ５月２３日 

⑥ 早明浦交流プロジェクト２０２５                ７月２０日～２１日 

⑦ 水辺の納涼祭（香川用水記念公園「緑の募金」コーナー出展）       ８月 ３日 

⑧ 令和７年秋全国緑化キャンペーン「緑の羽根」着用依頼（県庁・市役所・町役場） ８月 ５日 

⑨ 令和７年秋「緑の募金」の協力依頼文書発出（企業等）          ９月 １日 

⑩ ウッディフェスティバル（サンメッセ「緑の募金」コーナー出展）１０月１８日～１９日 

⑪ 公渕森林公園の秋祭り（公渕森林公園「緑の募金」コーナー出展）    １１月２４日 

⑫ 令和８年春全国緑化キャンペーン「緑の羽根」着用依頼（県庁・市役所・町役場） １月 ５日 

⑬ 令和８年春の「緑の募金」協力依頼文書発送（学校・企業・職域他）    ２月 ６日 

⑭ 「緑の募金」街頭キャンペーン(JR高松駅周辺）                           ２月２０日 

⑮ 令和７年度第２回運営協議会 （７年度収支予算の変更 ８年度事業計画・収支予算）３月  ６日 

※そのほか、緑の募金 学校・企業・職域を訪問                ５月～３月 

  

（２）緑の募金の実績 （令和７年４月１日～令和８年３月３１日）    （単位：件・円） 

区  分 
令和７年度 令和６年度 

募金額増減 
募金件数 募金額 募金件数 募金額 

小学校 22 344,070 24 481,102 △137,032 

中学校 1 19,800 4 45,860 △26,060 

高等学校 1 92,000 3 152,400 △60,400 

特別支援学校 2 5,500 2 5,200 300 

幼稚園・保育所等 11 62,100 18 121,666 △59,566 

小  計 37 523,470 51 806,228 △282,758 

職域募金 180 2,006,661 198 2,607,546 △600,885 

企業募金 297 4,431,014 244 3,497,644 933,370 

家庭募金 245 978,950 268 1,140,400 △161,450 

窓口募金・その他 15 40,886 11 20,262 20,624 

街頭募金･ｲﾍﾞﾝﾄ 13 128,949 6 148,116 △19,167 

合  計 787 8,109,930 778 8,220,196 △110,266 

 



２ 「緑の募金」寄附金による緑化の推進 

「緑の募金」による寄附金を活用して以下の事業を実施した。 

 

（１）学校環境緑化事業交付金 

学校環境緑化事業交付金交付要綱に基づき、学校敷地内の緑化整備(花苗の植栽等)を行った 

１９校（２幼稚園 １こども園 １４小学校 １中学校 １高等学校）に対して、前年度の学校

募金額の６割を上限に交付金（２６４，３３１円）を交付した。 

 

（２）緑の募金事業助成金 

緑の募金事業助成金交付要綱に基づき、緑化の推進及び森林の整備に関する事業を行った団

体・学校等に対して、その事業に要する経費の一部を助成した。               

（単位：円） 

事 業 名 交 付 先 交 付 額 事 業 内 容 

 

森林づくり・ 

里山整備事業 

森づくり香川・林援塾、 

大高見峰里山クラブ、 

東かがわ市北山森林ボラ

ンティア会他（計9件） 

1,102,743 

間伐・除伐、ヤマザクラ・

ヒノキ・サクラの植樹、下

草刈り、登山道・遊歩道の

整備等  

 

交流の森林づくり 

事業 

JUON NETWORKかがわ会、

(公財)オイスカ四国支部、

舟岡山未来プロジェクト 

（計3件） 

504,235 

親子間伐体験、交流会、竹

林整備、間伐・除伐、ツツ

ジ等の植樹、下草刈り、遊

歩道の整備等  

 

森林環境学習事業 

東かがわ市北山森林ボラ

ンティア会、あさん倶楽

部、(一社)香川県建築士

会（計3件） 

187,000 

保育所・こども園・小学校

での環境学習の出前授業等 

クラフト体験、森林施業体

験等 

香川のみどりづくり 

イベント事業 

香川県木材需要拡大協議

会（計1件） 
1,000,000 

ウッディフェスティバル 

の開催 

みどりの広場づくり

事業 

川原自治会（計1件） 
99,696 

草刈、清掃、花苗の定植、

花壇等の土壌改良や管理等 

街の緑化モデル推進

事業 

うたづ里山クラブ 

（計1件） 
499,870 

芝生広場の整備、自動潅水

装置の設置 

緑化キャンペーン 

事業 

琴平町（2 件）、うたづ里

山クラブ（計3件）  
189,600 

ﾁｬﾘﾃｨｰ作品販売展等での緑

の募金活動 

計 ２１件 3,583,144  

 

（３）公益社団法人国土緑化推進機構への交付金 

公益社団法人国土緑化推進機構が行う広域的及び国際的な森林整備等を支援するため、緑の募

金による森林整備等の推進に関する法律第１８条１項に基づき、緑の募金による寄附金の一部

（２５５,０００円）を同機構に交付した。 

 

令和７年「緑の募金」交付金算定式 

7,777千円(令和７年募金額 1月～12月)×２％＋100,000円 ≒ 255,000円  

 


